
 
                                    

平成１９年度 事 業 計 画 書 
           
           港北区区民利用施設協会 

 
港北区区民利用施設協会は、横浜市から指定管理者として指定を受けた７施

設及び管理委託契約に基づく３施設について、その設置目的を十分認識し、区

民の地域活動、相互交流、生涯学習、スポ－ツ、レクリエ－ション、子育てな

どをする場と機会を提供することにより、地域コミュニティの形成に寄与して

いくものとする。 
この目的を達成するため、別紙記載の運営方針のもとに、平成 19 年度は次

の事業を実施する。 
 
 １ 区民利用施設の管理運営 
   引き続き、次の施設を管理し運営する。 
    (1)地区センター           〔日吉・新田・綱島・菊名・城郷小机〕５館           

    (2)コミュニティハウス・スクール[菊名・下田小・日吉台中・大綱中]   4 館       
    (3)こどもログハウス         [綱島公園]               1 館 
 
 ２ 理事会の開催 
   予算、決算、事業計画、事業報告その他重要議案を審議するため理事会 
  を開催する。 
    第 1 回  平成 19 年 5 月下旬開催予定 
           (平成 18 年度一般会計・特別会計決算、事業報告) 
    第 2 回  平成 19 年 10 月下旬開催予定 
           (平成２０年度職員募集、平成 19 年度予算上半期執行状況報告) 
    第 3 回  平成 20 年 3 月下旬予定 
           （平成 20 年度事業計画案、一般会計・特別会計予算案） 
 
 ３ 施設（部屋）の有効利用 

  地区センター等施設が設置目的に沿って、幅広く有効に活用されるよう 
 に、創意工夫を行い、部屋の稼働率のアップに努めるとともに、地区セン  
 ターでの利用料金収入の増額に努め、安全な施設経営を図る。 
      

４ 自主事業およびワンパクホリデー事業の実施 
区民の学習意欲等に応えるとともに、事業への参加を通じて住民の交流を促

進するため、区民各層を対象に各種教室などの自主事業を実施する。 



 
                                    

特に利用料金制が導入された地区センターでは、住民のニーズを的確に捉え、

講師謝金の一部又は全部を参加費でまかなう事業をも展開する。 
また、児童の健全育成のため、土曜日や授業の放課後を中心に小学生を対象

とするワンパク事業を実施する。    
    
５ 文化祭の開催 
 施設を利用し活動する各種サークルの活動の成果を発表する場として、 
文化祭を開催し、サークル間及び地域との交流を促進する。 

 
６ 事業等の情報提供（広報活動の強化） 
 掲示物、館の便りなどの配布物及びホームページなどにより、自主事業 
を始めとする施設の各種情報や各種サークルの活動状況などの情報を積極 

 的に提供し、施設の利用促進を図る。 
 
７ 避難訓練・防災訓練の実施 
 緊急時の利用者の安全対策として、緊急時対応マニュアル及び防災計画 

 に基づいて、避難訓練・防災訓練を実施し、災害発生時に備える。 
 
８ 施設・設備の維持管理・美観保持 
 施設寿命の延伸及び安全性の確保等のため、建物、電気・空調等設備の維 
持保全に努める（小破修繕で対応可能なものは早期に修繕を行う）。また、利

用者が快適に利用できるよう常に美観と清潔に配慮した施設管理を行う。 
 

９ AED 器（自動体外式除細動器）の導入 
  利用者が施設内で突然倒れる心停止の事故に備え、救急車が到着するまで 
 の間緊急対応するため、心室細動の正常化に作用する自動体外式除細動器 
 （ AED 器 ）を指定管理施設 7 施設に配備する。 
 

１０ 職員研修の実施 
施設の管理運営業務に関する職員の知識や技能などの向上を図るため、必 

 要な研修を行なう。特に、協会の運営方針及び個人情報の保護に関する理解 
 の徹底を図るとともに、利用者(お客)への接遇応対マナーの研修を通しサービ 
 スの向上を図る。 
 
    １新任職員研修   新採用職員を対象 
    ２接遇応対研修   新採用職員を対象  



 
                                    

    ３人権研修     館長･副館長・新採用職員を対象 
    ４その他      職場研修                 
  

１１ 委員会の開催 
施設運営に関する意見を伺い、運営に反映させるため、各施設における委 

員会（運営委員会）を開催する。 
 

１２ 利用者会議の開催・ご意見箱の活用・利用者アンケートの実施 
利用者の率直な意見を伺い、施設運営に反映させるため、利用者会議、ご意

見箱（利用者の声）、アンケート実施などの手段を活用し、寄せられる利用者

の声に的確に対応し、利用者へのサービス向上に努めることとする。 
 

１３ 第三者評価機関による評価の受審 
指定管理施設は、指定管理期間（５年間）中に、横浜市が認定した第三者評

価による評価を受けなければならないとする第三者評価制度が平成１９年２

月に発足したことを受け、平成１８年度は城郷小机地区センターが対象とな

ったが、平成１９年度以降順次、評価対象施設を選択し、評価の実施依頼を

行う。   
 

１４ 平成 20 年度採用職員の募集 
 区民利用施設を円滑に管理運営するため、次年度に欠員予定の副館長、コ

ミュニテイスタツフ等の職員を公募し採用する。 
 

１５ 館長会・副館長会 
 区民利用施設の円滑な運営を図るため、他施設との情報交換の場として、

地区センタ－、コミュニティハウスの館長･副館長の会議を定期あるいは随時

開催する。     
 



１０月下旬
年／1回

“サンタがログにもやってくる！”
すっかり１２月の習俗行事として定着したクリ
スマスをサンタのお話や、劇、音楽、ゲームな
どで楽しむ。　　募集人員　約１２０名

１２月下旬
年／１回

“大声で「福は内！鬼は外！」を”
家庭ではあまり行われなくなった伝統行事の豆
まきを行い、スタッフ扮する鬼を退治したり、
ゲームを楽しむ。参加人員　約１３０名

２月初旬
年／１回

“秋を楽しもう”
周囲の雑木林より集めた、ドングリなどの木の
実や、紅葉を工作物の縁取り等に貼り付けたり
して写真たてや、表札などを作り、秋を楽し
む。　　　募集人員　約１２０名

クリスマス会

１9年度　自 主 事 業 　計 画 書

　施設名　　綱島公園こどもログハウス

　　団体名　　港北区区民利用施設協会

事業名 目 的　・　内 容 等 実施時期・回数

６／３０～７／７
年一回

豆まき

秋まつり

七夕まつり

“短冊に願いを書いて笹に飾ろう”
大竹2本を、一週間程度館内に設置。来館者が
短冊に願いを書き、他の飾りつけとともに竹笹
につるし、伝統行事の七夕まつりを楽しむ。



（様式6）

（単位：千円）

内　　　　　訳 金　　　額

7,638

①指定管
理料

市からの指定管理料 7,638

②利用料
金収入 0

 ③事業
収入 0

④その他
収入 0

7,638

人件費
賃金（ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾀｯﾌ10人）　 5,282
社会保険料他　 368 5,650

項 事務費
消耗品費 　143
備品購入費　 6
ＡＥＤ（小児対応）　100　その他　 251

500

目 事業費 自主事業費　　100 100

管理費
清掃費　　233　（定期清掃）
修繕費　　293　　　　 機械警備費　　244
設備保全費　 23

793

税 租税公課 255

事務経費 340

0

※　１年間（１２ヶ月）の収支を記入してください。

※　各項目については、必要に応じて別紙にて説明資料を添付してください。

収支(A)-(B)

平成1９年度　こどもログハウスの管理に関する業務の収支予算書

項
目

収入合計（Ａ）

支出合計（Ｂ）


